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Abstract： An　a賃empt 　was 　made 　to　compale 　cell　growth　and 　three　differr｝nt 　phosphatase　activities

between　human　alveolar 　bone−derived（HAB ）cells　from　young（13−22　years　old）patients　alld　those

from　older （55−73　years　old）pa口ents．　 HAB 　cells　growing　out 　of 　individuai　bone　ffagments　were

halvested　separately
，
　and　subcultured 　up 　to　the　3rd　passage，　 The　growth　and 　phosphatase　activities　of

HAB 　cells　frorn　each 　individual　were 　determin（ガ on 　days　8，24　and 　400f　cult鵬 af［er　seeding ．［［he

enzymes 　de重ermined 　were 　aH（ahne 　phosphatase（ALPase），　acid 　phosphatase（ACPase）and 　tartrate−

resistant　acid　phosphatase（TRACPase ）．　 Morphologically，　the　HAB 　cells　used 　imhis　study 　were

sphld ユe−shaped 血 spite　of　aging ．　 The　individual　data　obtained 　were 　averaged 　within 　each 　age　group，

and 　the　means （SD ）of 重he　two　groups　were 　compared ．　Cell　growth　showed 　a　logarithmic　pattern　from

day　3　i1　both　age 　groups．　The　HAB 　cells　from　the　young　age 　group　reached 　confluence 　on　day　l　l　of

culture ，　whereas 　those　from　the　older　age 　group　did　so　on　day　21、　 The 　replication 　capacity 　of　HAB

cells　from　the　young 　group　was 　greater　than　that　of 　cells 　from　the　older　group．　ALPase　activity　in　bQth

groups　increased　from　day　8　to　reach 　a 　maximum 　on 　day　24　of 　culture ，　fbllowed　by　a　decrease　on 　day

40．On　day　24，　HAB 　cells　from　the　young　group　showed 　in　appr ◎xinlately　2，2−fbld　higher　ALPase

activity　than血ose 　frem　the　older 　group．　 On 　the　other 　hand，　no　significant　diffe蹟ences 　were 　observed

in　ACPase　and 　TRACPase 　activities　between　the　two　groups　between　days　8　and 　40．
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材料 お よび方法

緒　言

　高齢化社会を迎え、骨代謝機能の低下 によ る骨

粗鬆症を代表 とするよ うな疾患の 増加が懸念され

て い る。口腔領域に お い て は 、細菌あ る い は咬合

に起因す る歯周疾患で はな くて も、加 齢によ る生

理 的な歯槽骨の退縮に よ っ て 歯の 動揺や喪失、あ

る い は義歯装着 に支障をきたすな ど、歯槽骨量の

維持は 、臨床的 に重 要な 課題の
一

つ に な っ て い

る 。

　加齢 に よ る歯 槽骨梁 あ る い は骨 量の 減少は 、

Morgan ら
1）

お よび Papapanou ら
2） がそれぞれイヌ

お よびヒ トの歯槽骨量 が加齢に伴 っ て減少す る こ

とを報告し、また AmleF ）は、高年齢者の抜歯窩の

治癒が、低年齢者に比 べ て 遅延する と報告 して い

る。しか し 、 これらの 報告は い ずれ もX 線写真や プ

P 一
ビ ン グ値を基に して 臨床的にある いは摘出 し

た歯槽骨 を用 い て 組織学的立場か ら検討された も

の であ る。

　加 齢に伴 う歯槽骨量の 減少を骨組織の代謝 変動

と して 捉え、歯槽骨に 由来する細胞を用 い て 細胞

生物学的に調べ た研究と しては、Fujikawaら
4） が

年齢層別 の ヒ ト歯槽骨 由来細胞の 細胞特性 を調

べ 、若年層の アルカリホス フ ァ タ
ー

ゼ活性が高齢

層 に比べ て高い値 を示す と報告 して い る 。しか

し 、 Fujikawaら 4） の 報告は、分類 した グル ープ の

年齢層の 幅が広 く設定 され て お り、若年層と高齢

層の 年齢が近 い こ とや高齢層の 上 限が 59 歳で ある

こ となど、加齢に よる歯槽骨 由来細胞の 細胞特性

の 相違を充分 に反映 して い る とは言えな い 。

　そ こ で 著者 らは、加齢に伴う歯槽骨代謝の 相違

を骨形成の面か ら細胞生物学的に解明す るための

基礎的実験と して 、本研究 を企図 した 。 年eeF　IO〜

20歳代お よび 50〜 70 歳代の 2 つ の グル
ープの ヒ ト

歯槽骨か ら個体別 に歯槽骨由来の 骨芽細胞様細胞

（歯槽骨細胞）を培養 して集め、細胞形態、細胞

増殖 およびホ ス フ ァ ターゼ 活性の 経 日的変動に つ

いて比較検 討した と こ ろ、興味ある知見が得 られ

たの で 報告する 。

1．材料

　本実験に は、武蔵野赤十字病院歯科 口腔外科外

来 にて、埋伏智歯抜歯時ある い は歯槽堤整形術の

際に得 られ た歯槽骨片 （13〜73 歳の男性 4 名、女

性 2 名） を材料 として 用 い た。なお、患 者に は歯

槽骨 の
一

部が本研究に用い られ るこ とを術前に説

明し、同意を得て いる e 得 られ た骨片を 、リ ン酸

緩衝液 （PBS ，日水製薬）溶液で充分に洗浄して 血

液成分な どの付着物を可及 的に除いた 。次い で 、

細菌感染を 防 ぐため に 骨片を高濃度 の抗生物質

〔ペ ニ シ リン
ー
ス トレプ トマイ シ ン溶液 （Sigma

Chemical　Co．） ；ペ ニ シ リン （500　unit ／mD お よ

びス トレプ トマ イ シン （500μg／m1 ）を or　−mimmum

essential　medium （α
一MEM

，
（］ibco　Laborateries）溶液

に浸 し、さ らに α
一MEM 溶液で 数回洗浄 した 。

2．細胞の初代お よび継代培養法

　歯槽骨細胞は鈴木 ら5）の 方法に準じて 得た。すな

わち、歯槽骨片 （約2mm × 2mm × 2mm ）を、 それ

ぞれ 3％コ ラゲナ
ーゼ （Sigma ）溶液で 消化 （37

℃ 、20 分）した後、同容量 の ウ シ胎児血清 （FBS，

Hyclone）を加 えて 酵素反応を停止した 。 つ い で、

PBS で 骨片を数回洗浄 し、組 織培養ディ ッ シ ュ

（Falcon；　Beton　Dickison ＆ Co．）内に静地 し、10％
FBS 、アス コ ル ビン酸 （50　mg ／ml ） および抗生物

質 〔ペ ニ シ リ ンー
ス トレブ トマ イシ ン溶液 ；ペ ニ シ

リン （50　unit／m1 ）お よび ス トレプ トマ イシン （50

μg／ml ）〕を含む α
一MEM 溶液 中で 常法通 り5％炭

酸ガス雰 囲気 下 で培養 し、外生す る細胞 を歯槽骨

細胞と した 。なお 、13〜22 歳 （若年 層、男性 1

名、女性 2 名） および 55〜73歳 （高齢層、男性 3

名）の 歯槽骨か ら得 られた各歯槽骨細胞群 を、そ

れぞれ 低年齢歯槽骨細胞お よび高年齢歯槽骨細胞

の 2グループに分類した。細胞の継 代は、細胞が培

養容器内で 集密的にな っ た時点で、0．1％ トリプシ

ン／5mMEDTA 溶液（Gibco）で分散 し、遠心分離に

よっ て 細胞を回収 し、細胞数約 1× 104個／cm2 の 密

度で 播き 、 2〜3 代継代 したも の を実験に供した。

また、各細胞の増殖状態に っ い て は 、位相差顕微

鏡で経 日的に観察 した 。
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3．細胞増殖

　各細 胞 を24 穴 の マ イ ク ロ プ レ
ー

ト （Corning

Galss　 Works ） に約 15 × 104個 ／ウ ェ ル （約7，9 ×

103個／cm2 ） となるよ うに播き、経日的 に0．1％ ト

リプシ ン／5mM 　EDTA 溶液で細胞 を分散 した溶液

か ら一定量 を取 り、細胞数カ ウ ン タ
ー

（Colter

Electronics　Model　D，　Coher　Electroinics）を用い て

細胞数 を測定 し た 。な お、低年齢歯槽骨細胞お よ

び高年齢歯槽骨細胞の 増殖 曲線は 、それぞれの グ

ル ー一プの 平均値か ら求めた 。

4．ホス フ ァ タ
ー

ゼ活性の 測定

　 アルカ リホス フ ァ ターゼ （ALPase ）、酸1生ホ ス

フ ァ ターゼ （ACPase ）および酒石 酸耐性酸性ボ ス

フ ァ タ
ーゼ （TRACPase ）活性測定は 、 96 穴マ イ

ク ロ プ レー ト上 で直接行 うOhshimaら 6）の方法に準

じて行 っ た 。

　各細胞をマ イク ロ プレ
ー

トの 各ウ ェ ル に 約 2．5×

103個／ウ ェ ル （約 8．0× 103個／cm2 ） とな るよ うに

播き、培養 8日 目、24 日目およ び40 日目に ALPase，

ACPase お よび TRACPase 活性を測定 した。

　ALPase活性測定には、8mM パ ラ ニ トロ フ ェ ニ

ル リ ン酸、10mM 塩化 マ グネ シ ウム お よび O．lmM

塩化亜 鉛を含む O．1M グリシン緩衝液 （pH　10．5）

を、ACPase 活性測定 に は 、　 ALPase 活性測定と同

濃度 の 基質を含む 0．lM 酢酸緩衝液 （pH　4．0）を 、

また、TRACPase 活性測定に は、　 ACPase 活性測定

溶液 に 10mM 酒石 酸を加 えた溶液をそ れぞれ 100μ 1

ずつ ウ ェ ル に加えた。酵 素反応を37 ℃ で 60 分間

行 っ た後、1．OM 水酸化ナ トリウム 溶液を 100μ 1加

えて反応 を停止 した。こ の 間に生成 したパ ラニ ト

ロ フ ェ ノールをタイター
テ ッ クマ ルチ スキャ ンブ

ラス （波長405nm ，　Flow　 Laboratories）で測定し、

ALPase、　 ACPase お よ び TRACPase の酵素活性値を

求めた。

　なお、ボス フ ァ タ
ーゼ活性の 1　unit は 、 本条件下

で 1 分間に 1μmol の パ ラ ニ トロ フ ェ ニ ル リン酸を

変化 させる酵素量 と した。また、本論文で の酵素

活性値は 、 細胞数104個当た りの milli　unit （mU ） に

換算 し、各グル
ープの 平 均値 と標準偏 差で 表 し

た 。
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5．統計処理

　低 年 齢 歯 槽 骨 細 胞 と 高 年齢歯 槽 骨 細 胞 の

ALPase 、　 ACPase お よび TRACPase の 各酵素活性 値

を比較検討す る 際の統計分析は 、Student−t 検定を

用い た

　　　　　　　　　 成　績

1．細胞形 態

　細胞形 態は、各個 人か ら得 られたす べ て の 歯槽

骨細胞に つ いて位相差顕微鏡を用 い て 観察 した e

図 1 には、両 グループの代表例 （低年齢歯槽骨細

胞；13 歳女性 、 高年齢歯槽骨細胞 ；73 歳男性） を

示 した。歯槽骨片 か ら外生 した低年齢歯槽骨細胞

お よび高年齢歯槽骨細胞は 、い ずれ も初代培養の

時点か らいわ ゆ る線維芽細胞の 形態よ りもやや丸

み の ある紡錘形 を呈 し て い た。

　なお 、これ らの細胞形態は、低年齢歯槽骨細胞

で 8継代目、高年齢歯槽骨細胞では5継代 目まで維

持 して い た。

young old

　図 1 培養24日目の低年齢歯槽骨細胞 （young）お

よび高年齢歯槽骨細胞 （01d ）の 位相差顕微鏡像

（× 100）

2細 胞増殖

　細胞の増殖曲線は、低年齢 歯槽骨細胞および高

年齢歯槽骨細胞それ ぞれの グル
ープの 培養 日数に

伴 う細胞数の平均値か ら求めた （図 2 ）。各細胞

と も培養 3 日目頃 か ら対 数増殖期 に入 り、 低年齢
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図 2 低年齢歯槽骨細胞 （young）および高年齢歯槽骨細胞 （01d） の 増殖曲線

42

歯槽骨細胞群は培養 11 日目頃に各個体由来別 の ほ

とん どの細胞が定常期に達 したが、高年齢歯槽骨

細胞群は低年齢歯槽骨細胞 に比 べ て 緩や か に増殖

し 、 培養 21 目頃にな っ て定常期に達した 。

　なお 、低年齢歯槽骨細胞お よび高年齢歯槽骨細

胞の 細胞数倍加時間の平均値は、それぞれ 19．6±O．3

時間および 45．1±O．7 時間で あ っ た 。

　培養 8 日目、24 日目および 40 日目にお ける両

グル
ープの 1cm2 当た りの 細胞数の 平均値は、低年

齢歯槽骨細胞で はそれぞれ 120，000± 940i固、190，000

± 1，100個お よび 200
，
000 ± 1，3eo個で あ り、高年齢

歯槽骨細胞で はそれぞれ 43，000±660個 、190，000 ±

1，280個および 190，000± 1，300個で あ っ た。

3．アルカ リホス フ ァ タ
ーゼ活性値

　低年齢歯槽骨細胞の 培養 8 日目、24 日目お よび

40 日目 の アルカリホス フ ァ ターゼ （ALPase）活性

値 は 、細 胞 tWIO4個 当 た りで そ れ ぞ れ 0 ．38 ±

O．e7mU 、5．10±O．18mU お よび 3．02±0．12mU であ っ

た 。 低年齢歯槽骨細胞の ALPase 活性値は培養24　El
目に最大に達し、40 日目には最大活性値の約59％
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　図3低年齢歯槽骨細胞 （young）および高年齢歯

槽骨細胞 （old ）の 培養 8 日目、24 日目お よび40日

目の アル カ リホス フ ァ ターゼ （ALPase）活性値の

経 日的変動。

　図中の バ
ー

は、標準偏差を示す。　（＊p＜O．05）
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に 低下 した。

　高年齢歯槽骨細胞の培養 8日目、24 日目および 40

日 目の ALPase 活性値 は、細胞数 104 個 当た りそれ

ぞれ 0．28 ± 0．07mU 、2．34 ± 0，19　mU および 1．32 ±

0．12mU であっ た 。 高年齢歯槽骨細胞の ALPase 活性

値は 、 低年齢歯槽骨細胞 と同様に培養24日目に最大

活性を示 し、40 日目に はその活性値の約56％ に低下

した 。

　低年齡歯槽骨細胞の ALPase 活1生値は、培養 24

目目および 40 日目におい て高年齢歯槽骨細胞 に比

べ て有意に高い値を示 した 。両グル
ープの細胞が

最大活性値を示 した培養 24 日目で比較する と、低

年齢歯槽骨細胞の ALPase 活性値は、高年齢歯槽骨

細胞よ り約 2．2 倍高い値で あっ た （図 3 ） 。

4．酸性 ホス フ ァ ターゼ活性値

　低年齢歯槽骨細胞の 培養 8 日目、24 日目お よび

40 日目の酸性 ホス フ ァ ターゼ （ACPase ）活性値

は 、 細胞数10r個当た りそれぞれ O．61±0．05mU 、
　 O．95

±0．07mU および 0．82±0．07mU であ っ た。また、高

年齢歯槽骨細胞の ACPase 活性値は、そ れぞれ 0，60

± 0．05mU 、　 LOO ± 0．O　mU および 0．85± O．07　mU で

あ っ た。なお、両グループの 細胞の ACPase 活性値

に は有意な差 が認め られず、培養日数に 伴う活性

値の 変動 もほ とん ど見 られ なか っ た （図 4 ＞。ま

た 、培養 8 日目、24 日目お よび 40日目の 両 グル
ー一

プの細胞の ACPase ／ALPase 活性 比は、低年齢歯槽

骨細胞で それぞれ 1．57、0．19 および 0．27、高年齢

歯槽骨細胞で それぞれ 0．73、 0．43 お よび O．64 で

あっ た 。

5・酒石 酸耐性酸性ホ ス フ ァ タ
ー

ゼ活性値

　低年齢歯槽骨細胞の 培養 8 日目、24 日目および

40 日 目 の 酒 石 酸耐 性 酸 性 ホ ス フ ァ タ
ー

ゼ

（TRACPase ）活性値は、細胞数104個当た りそれぞ

れ O．32 ± O．02mU 、0．53 ± 0．  3mU お よび 058 ±

0．14mU で あ っ た 。 また、高年齢歯槽 骨細胞 の

TRACPase 活 性値は、それぞれ 0．38 ± 0，003　mU 、

O．54 ± 0，04mU および 0，72 ± 0．02mU で あっ た。な

お 、 両グル
ープの 細胞の TRACPase 活性値には有意

な差が認められず、培養 日数に伴う活性値の変動も

ほとん ど見られなか っ た （図 5 ） 。 また 、 培養 8 日

目、24 日目お よび40 日 目 の 両 グル
ープの 細胞 の

TRACPase ／ACPase 活性比は、低年齢歯槽骨細胞で

それぞれ 1．90、1．82お よび 1．37、高年齢歯槽骨細胞

で そ れぞれ 1．58、1．86 お よび 1．17で あ っ た。
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　図 4 低年齢歯槽骨細胞 （young）および高年齢歯

槽骨細胞 （old） の 培養8日目、24日 目お よび40日目

の酸性ボスフ ァ タ
ーゼ （ACPase ）活性値の経 日的変

動。 図 中 の バ
ー

は、標準偏差を示す。
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　図 5 低年齢歯槽骨細胞 （young）および高年齢歯槽

骨細胞 （old）の培養 8 日目、24 日目お よび 40日目

の酒石酸耐性酸1生ホス フ ァ タ
ーゼ （TRACPase）活性

値の経 日的変動。 図中の バ ーは 、 標準偏差を示す。
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考　 察

　材料と して、若年層 （13〜22歳）および高齢層

（55〜73 歳）の ヒ ト歯槽骨を用い 、そ れぞれ の 骨

片か ら外 生 した細胞を低年齢歯槽骨細胞およ び高

年齢歯槽骨細胞と し、2〜 3代継代した もの を実験

に供 した。

　本研究 に用 い た低年齢お よび高隼齢歯槽骨細胞

の形態は 、いずれ もやや丸 み の あ る紡錘 形 を呈 し

て い た。こ の 結果は、ヒ トの 歯槽骨 由来の 骨芽細

胞様細胞が線維芽細胞様の 形 態を呈 する と い う鈴

木 ら5）および梅原 ら9）の 報告 と類似 して いた 。 しか

し、Suzukiら
ア〉の報告にあるウサギの歯槽骨 由来の

骨芽細胞様細胞が立方形 を呈す るとの 結果 とは異

な っ て い た。

　低年齢お よび高年齢歯槽骨細胞 の細胞増殖 を調

べ るため 、 各細胞を 24 穴の マ イク ロ プレ
ー

トに播

き 、経 日的 に細胞数を測定 して 増殖 曲線 を求め

た 。 高年齢歯槽骨細胞は緩やか に増殖し、低年齢

歯槽骨細胞よ り10日ほ ど遅れて 培養 21日目頃に定

常期に達する こ とが認 められ、高年齢歯槽骨細胞

の 増殖速度はかな り遅 い と考え られた 。 Schneider

ら
9）は、若年者 （平均28歳）および高齢者 （平均80

歳） の皮膚か ら得た線維芽細胞 の緇胞増殖 を比較

し、高齢者に 由来する細胞 の増殖速度は若年者の

約 85％で あ り、細胞の 増 殖速度が老化 とと も に 低

下す る と報告 して い る 。 ま た、若年者お よび高齢

者に 由来す る細胞 の 継代回数は 、そ れぞれ 45回お

よび30回で あ り、細胞の 継代回 数が加 齢と と もに

短縮 される と報告 し、細胞の 増殖速度や継代回数

が 、 細胞老化の マ ーカ
ーの 一

つ と して有用で あ る

ことを示 唆して い る。Schneiderら9 ＞と本実験 とで

は 、 用 い た細胞や増殖曲線を調 べ る際 の 細胞数が

異な っ て お り、増殖状態を直接比較するこ とは困

難で あるが 、それ ぞれ の 細胞に つ い て 細胞数倍加

時間を計算し、Schneiderら
9）
の報告と比較 した 。

そ の結果、高年齢歯槽骨細胞で は低年齢歯槽骨細

胞の 約 2．2倍となり、皮膚 由来の線維芽細胞の比較

値で ある約2．3倍の 近似値 を得た 。 また、初代培養

時の 細胞形態 を維持で きる高 年齢歯 槽骨細胞の継

代回数 （5 回）は、低年齢歯槽骨細胞 （8 回）よ り

少な い値で あ っ た 。 歯槽骨細胞 の 継代回数は 、

Schneiderら 9）の 報告にあ る線維芽細胞の 約1／5 と い

う低 い値 を示 したが 、 こ れ は
一

般的 に機能分化の

進んだ細胞の 継代は少ない こ とに起 因して い るも

の と考え られ る 。 また、本実験で高年齢歯槽骨細

胞 の 継代回 数が 低年齢歯 槽骨 細胞 に比 べ て 少な

か っ た こ とは Schneiderら9）の 報告 と同様 に 、 増殖

速度や継代回数は加齢 の影響を強 く受ける こ
1
とが

考え られた 。

　ALPase 活 性は、細胞の石 灰化物形成能 の指標の

一一
つ として考え られ 10）

、 種々 の骨芽細胞様細胞は高

いALPase 活性を発揮する と報告されて い る
11− 13）

。

また、骨芽細胞様細胞の ALPase 活性が 、 培養 日数

あるいは石灰化物形成に伴 っ て大 き く変動する こと

も報告されて い る4・14”16）
。 そこ で 、低年齢お よび高

年齢歯槽骨細胞の ALPase 活性を対数増殖期の 培養

8日目、定常期の 24日目および40 日目に測定 した。

その結果 、 低年齢歯槽骨細胞の ALPase 活性は 、 培

養 24日目お よび40日目におい て高年齢歯槽骨細胞

に比 べ て 有意 に高い 値を示 した 。 とくに両グルー

プの細胞 のALPase 活性が最大値を示 した培養24 日

目で は、低年齢歯槽骨細胞の ALPase 活性値が 約2．2

倍高い値 を示 した。Fujikawaら4）は ヒ ト歯槽骨細胞

を22〜49歳および50〜59 歳の 2つ の グル
ープに分け

て 、 ALPase 活性を培養5日目か ら40日目まで 経 日

的に 調 べ 、全 て の 時期で 低年齢の グル ープ の

ALPase 活性値が約2〜3倍高く、また両 グル
ープ と

も に 培養 20日目 に 活性値が最大 に な り、そ の 後緩

やか に減少する と報告 して い る。Fujikawaら4）の報

告 と著者 らとで は、実験に用 いた症例数やグル
ー

プ分けす る際の年齢設定は異な っ て い たが 、 類似

の 結果で あ っ た。なお 、本実験 にお い て培養40 日

目 に ALPase活性値が 低下 した理 由 として は、個 々

の 細胞の 骨芽細胞様細胞活 性が低下 した、ある い

は全細胞 中の 骨芽細胞様細胞の 数が減少 した こ と

の いずれか が考 え られ た。

　 これ らの こ とから、ALPase 活性は歯槽骨細胞 の

加齢に伴 う細胞表現形質の 変化、す なわ ち石灰化

物形 成能を推し量る マ
ーか 一酵素として な り得 る

可能性が示唆された 。

　鈴木 ら
17）

は、ヒ ト歯槽骨 由来細胞 の 石 灰化物形

成に 伴うACPase 活性 の 変動を経 日的に調 べ 、そ の

酵素活性値は ALPase活性値 に比べ て約】ノ10の 値を

示 し、わずか で は あるが経 日的に 減少する傾向が
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ある と報告 し て い る。そ こ で 、 低年齢お よび高年

齢歯槽骨細胞の ACPase 活性をALPase 活性 と同様

に、培養8 日目、24 日目お よび40 日目に測定 した 。

その結果、両グループの細胞間の ACPase 活性値に

有意な差は認め られず、培養 日数に伴 う活性値の

変動 もほ とんど認 められなか っ た 。 この結果は、

培養 日数 は異な っ て い るが鈴木 ら
17）

の 報告 と類似

して い た 。

　 ま た、両グル
ープ の 細胞 の 培 養 日数 に 伴 う

ACPase 活性値がほとん ど変化 しなか っ た に もかか

わらず ACPase／ALPase 活性比が変化 したの は、こ

の 活性比を左右して い る の が ALPase活性値で ある

と考 え られ た。

　
一

般に、TRACPase 活性は、破骨細胞の マ …カー

酵素の
一一

つ と考えられて い る
IS）。鈴木ら

17）
は、培養

14日 目の ヒ ト歯槽骨 由来細胞の TRACPase 活性値

は、ACPase 活性値と同様に ALPase活性値 と比 べ て

きわめて低い 値を示 すと報告し て い る 。 そ こ で 、

低年齢および高年齢歯槽骨細胞の TRACPase 活性を

比較 した ところ、ACPase 活性 と同様に両 グループ

の細胞ともに TRACPase 活性値に有意な差は認め ら

れず、培養日数に伴 う活性値の 変動もほ とん ど認

められなか っ た。また 、培養8日目、 24目および40

日目の両グル
ープの 細胞の TRACPase ／ACPase活性

比 は、ウサギ歯槽骨細胞を用 い た及川 ら19）の 報告

に類似 して いた 。 TRACPase 活性が、　 ACPase 活 性

と同様に ALPase 活性に比 べ て きわめ て 低 い値 を示

した こ とか ら、 前述の 鈴木 らIS）
と同様に、本実験

に 用い た低年齢お よ び高年齢歯槽骨細胞は 、い ず

れ も骨芽細胞様細胞の表現形 質 を保持 して い る と

考え られ た。

　本実験結果に おいて 、高年齢歯槽骨細胞 の細胞

増殖能お よびALPase 活性は、低年齢歯槽骨細胞に

比 べ て低い ことが 明らかにな っ た 。 すなわち、加

齢に伴 っ て 歯槽骨細胞 の 骨芽細胞様細胞と して の

表現形質が変化 し、そ の 結果 として 歯槽骨細胞の

骨形成能が低下する こ とが考 え られ た。Tsujiら2°〉

は 、ラ ッ ト骨髄由来の 骨芽 細胞様細胞が 、週齢 に

伴 っ て石灰 化n。dule形成 および 1型コ ラ
ーゲ ン合成

量 が顕著に減少す る こ とを報告 し、ALPase 活性以

外 に も石 灰化物形成能やタン パ ク質合成な どの表

現形 質が 加齢に伴 っ て 変動する こ とを示唆して い

る。そ こ で 、 今後 こ の 実験系を用 いて 、石 灰化物

形 成能やタンパ ク質合成な どの表現形質 、 骨代謝

に関与す る種々 の ホルモ ン やサイ トカイ ンに対す

る応答性な どに つ い て も比較検討す る必要性が考

え られ た 。

結　 論

　 ヒ ト歯槽 骨細胞 の加齢に伴 う細胞特性の相違に

つ い て 調 べ る た め 、低年 齢歯槽骨細胞 （13 〜22

歳） と高年齢歯槽骨細胞 （55〜73歳）の 2 グルー

プに分け て 、細胞形 態、増殖曲線お よびホス フ ァ

ターゼ活性に つ い て 比較検討 した 。

　1．細胞形態は、い ずれ も紡錘形 を呈 して い た 。

　2．細胞増 殖は、両グループの細胞 ともに培養3日

目か ら対数増殖期 に入 り、低年齢歯槽骨細胞 は培

養 11日目 に、また 高年齢歯槽骨細胞 は培養21 日目

に定常期に達 した。

　3．　ALPase 　ts性値は 、 両グループの細胞 ともに培

養 24日目 に最大値を示 し、40 日目に は急激に減少

した。培養 24日目 の 低年齢歯槽骨細胞の ALPase 活

性値は 、 高年齢歯槽骨細胞よ り約2．2倍高い 値を示

した。

　4．両 グル
ープ の 細胞 の ACPase 活 性値 お よ び

TRACPase 活性値に は いずれ も有意な差は認 め られ

ず、培養 日数に伴う顕著な変動 も認め られなか っ

た 。
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